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と
い

う
違
い

で

あ

り
一

つ

の

罪
を
指
す
も
の

で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
罪
の

概

念
自
体
は
人
間
と

神
・

サ
タ
ン

の

関
係
の

中
で

語
ら
れ
て
い

た

も
の

だ
っ

た
が
、

生
者
と

死
者
（
人
間
同
士）

に

も

適
用
さ

れ
、

「

R
本
人
の

罪、

先

祖
の

罪
」

と

い

う
「

連
帯
罪
・

遺
伝
罪
」

が
個
別
に

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ
さ

れ
、

教
義
に

反
日
ナ
シ

ョ

ナ
リ

ズ

ム

が

見
ら
れ
る

よ

う
に

な
っ

て

い

く。

さ
ら

に

「

原
理
講
論
」

の

罪
概
念
に

お

い

て

は

生

理
学
的
な

面
は

関
係
な

い

が

「

血
が

汚
れ

て

い

る．、

血
に

恨
霊

が
入
り
込
む
」

な

ど
血
と

罪
の

連

続

性
が

強
調
さ

れ

て

い

く。

ヤ

チ
ェ

ン

修

行
地
に

お

け
る
カ

リ
ス

マ

の

動
向

　

ー
中
国
四

川
省
の

宗
教
政
策

川
　
田

進

　
ヤ

チ

ェ

ン

修
行
地
（
亜
青
寺）

は
、

一

九
八
五

年
に
四

川
省
甘
孜
チ
ベ

ッ

ト

族
自
治
州
白
玉

県
に

開
設
さ
れ
た

。

四
川
省
成
都
か

ら

約
七

百
八
十

キ

ロ

メ

ー

ト
ル

離
れ
、

海
抜
四
千
二

百
メ

ー

ト
ル

に

位
置
し

て

い

る
。

二

〇

＝

年
現
在、

推
定
で
一

万
五

千
人
を
超
す
修
行
者
と
生

活
者
を

抱
え

て

い

る
。

二

〇

〇

〇

年
以

降
尼
僧
の

数
が
急
増
し

、

現
在
全

体
の

約
七

割

を

占
め

て

い

る
。

修
行
地
は

僧
区
・

尼

僧
区
・

高
僧
区
・

商
業
区
・
一

般

居
住
区
・

管
理

事
務
所
（
公

安
局）

よ

り
構
成
さ

れ
て

お

り
、

二

〇
〇

六

年
以

降
、

一

部
の

区

画
に

電

線
が

引
か
れ

た
。

　
主

宰
者
は
ア

チ
ュ

ウ
・

ラ

マ

（

［

九
二

七

−
二

〇
一
一
）
、

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
ニ

ン

マ

派
の

奥

義
を
究
め
た
成
就

者
で

あ
る

。

川
田
は
二

〇
〇
三

年

か
ら

二

〇

＝

年
の

問
に

計
五

回、

ヤ
チ
ェ

ン

に

て

調
査
を
実
施
し
た

。

二

〇
一
一

年
七
月、

ア

チ

ュ

ウ
・

ラ

マ

が
圓

寂
し
た

こ

と

に

よ

り、

ヤ
チ

エ

ン

は

開
設
以

来
最
も
大
き
な
転
機
を

迎
え
た

。

本
報
告
の

目
的
は

修
行

地
の

構
造

及
び

ア

チ

ュ

ウ

圓

寂
後
の

カ

リ
ス

マ

的

支
配
の

動
向
を

検
討

し
、

中
国
四

川
省
の

宗
教
政
策
の

特
質
を

明
ら
か
に

す
る

こ

と
で

あ
る

。

　

ヤ

チ
ェ

ン

に

関
す
る

先
行
研
究
は
、

日
本
で

は
川
田
の

論
文
が
あ
る

。

中
国
を

含
む

外
国
で

は

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
上
に

簡
単
な

紹
介
は

な
さ
れ
て

い

る

が
、

学
術

研
究
は

未
確
認
で

あ
る

。

ヤ

チ
ェ

ン

の

構
造
を

知
る

上
で

重

要
な
研

究
論
文
と

文
献
資
料
を
四

点

示
す

。

一
、

『

増

信
妙
薬
・

救
護
主
・

成
就
自
在
降
陽
龍
朶
加

参．
心

要
略
伝
」

亜

　

青

寺
発
行

、

二

〇

〇

二

年
。

二
、

「

三

信
蓮

敷
妙
月
　
殊
勝
化
身

松
阿

丹
増
略
伝
』

亜

青
寺
発
行

、

発

　

行
年
不
明
（
二

〇
〇

九

年
頃）

。

三、

『

美
佛
慧

訊
』

ア

メ

リ
カ

仏
教

協
会

発
行、

二

〇
〇
一

ー
二

〇

〇
五

　

年
。

四、

川
田
進
「

ヤ

チ
ェ

ン

修
行
地
の

構
造
と

中
国
共
産
党
の

宗
教
政

策
」

　
（
「
大
阪
工

業
大
学
紀
要
人
文
社
会
篇
」

第
五

十
二

巻
第
二

号、
．

一
〇
〇

　
八

年
）

。

　

修
行
地
の

秩
序
を
形
成
し
て

き
た

の

は

ア

チ
ュ

ウ
・

ラ
マ

に
よ

る

カ

リ

ス

マ

的
支

配
（

ウ
ェ

ー

バ

i
）

で

あ
る

。

ア

チ
ュ

ウ

は

高
僧
ロ

ン

サ
ル
・

ニ

ャ

ン

ポ
の

転
生
ラ

マ

で

あ
る

こ

と

か

ら

伝
統

的
支

配
の

要
素
も
持
ち
合

わ
せ

て

い

る

が
、

あ
く
ま
で

も
カ

リ

ス

マ

的
支
配
が
主
で

あ
り、

伝
統
的

支
配
は

従
で

あ
る

。

カ

リ

ス

マ

的
支
配
を
形
成

す
る

要
素
と

し
て
、

読
心

術
な
ど

の

「

呪

術
的
な
力
」

、

ラ

ル

ン

五

明
仏

学
院
院
長
ジ

グ
メ
・

プ
ン

ツ

ォ

か
ら
認

定
さ
れ
た

「

瞑
想

指
導
力
」

が
あ
げ
ら
れ
る

、

ア

チ
ュ

ウ

の

カ
リ

ス

マ

性
を
承

認
し
て

い

る

の

は

チ
ベ

ッ

ト
人
修

行
者
・

在
家
信
徒
及

び
漢
人
僧
尼
・

在
家
信

徒
で

あ
る

。

と

り
わ
け

多
数
の

漢
人
が

承
認
し

て
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い

る

事
実
は
、

中
国
に
お
け
る

チ
ベ

ッ

ト

仏

教
の

動
向
を
理

解
す
る

上

で

重
要
な

鍵
と
三
口

え
る

。

　
ア

チ
ュ

ウ
の

後
継
者
は

ア

ソ

ン
・

リ

ン

ポ

チ
ェ

で

あ
る
。

ア

チ
ュ

ウ
は

十
数
年
の

歳
月
を
か
け
て、

権
威
の
一

部
を

ア

ソ

ン

に
委
譲
し
て

き
た

。

ア

チ
ュ

ウ

圓
寂
に

伴
い

、

ア

ソ

ン

が
葬
儀
委
員
長
を

務
め
、

ア

チ

ュ

ウ
の

遺

言
を

修
行
者
に

伝

達
す
る

役

割
を
担
っ

た

こ

と

か
ら、

ヤ
チ
ェ

ン

の

新

た
な

主

宰
者
と

し
て

ア

ソ

ン

が

承
認
さ
れ

た

と
考
え
ら
れ

る
。

ま
た、

ア

ソ

ン

の

後
継
者
と
し
て

複
数
の

若
い

転
生
ラ

マ

が

育
成
さ

れ
て

い

る
。

そ

の

中
で

リ
ン

ジ
ン
・

ワ

ン

シ
ュ

が

注
日
を
集
め
て

い

る
。

　

中

国
社
会
の

中
で

ヤ

チ

ェ

ン

の

存
続
が

許
さ

れ
て

い

る

理
由
を

掲
げ

る
。

寺
院
で

は

な
く
修
行
地
（
短
期
滞
在
者）

と
い

う
政
府
の

位
置
づ

け

（
定
員
制
の

対

象
外）
、

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

亡

命
政
府
と
の

希
薄
な

関
係

、

地

元
政
府
と

の

良
好
な
関
係、

修
行
地
規
模
拡
大
に

よ

る

地
元
へ

の

経
済
効

果、

社
会
の

安
定
に

宗
教
の

社
会
貢
献
が
不
可
欠
と

い

う
中
国
政
府
の

新

た

な
方
針
（
二

〇
〇
七
年）

等
で

あ
る

。

東
シ

ナ

海
周
辺
地
域
の

媽
姐
信
仰
と

目

本
の

聖
母
信
仰

本
　
間

浩

　

媽
祖
は

も
と
も
と

中
国
東
南

沿
岸
で

信
仰
さ
れ
た
海
上

安
全
の
一

地
方

神
に
過
ぎ
な
か

っ

た

が
、

人
々

の

国
内
外
の

移
住

往
来
に

伴
い

、

海
E
活

動
の

守
護
神
か

ら

よ

り
広
い

意
味
で

の

全

体
的
な

守
護
神
と

し
て

祀
ら

れ

る

よ

う
に

な
り、

幅
広
い

信
仰
を

獲
得
す
る

に

至
っ

た
。

ま
た

、

歴

代
王

朝
か
ら
も
冊
封
を

度
々

受
け
る

よ

う
に

な
り、

国
家
に

承
認
さ
れ

た

護
国

の

神
と

し

て

も
信
仰
さ

れ

た
。

今
口
で

も、

中
国
・

台
湾
の

み
な
ら

ず、

東
南
ア

ジ

ア

を
は

じ

め
、

世
界
各
地
に

媽
祖

廟
が
見
ら
れ
る

。

　

媽
祖
は

発
生

当
初
こ

そ
海
上

安
全、

海
上

守
護
の

神
と

し
て

信
仰
さ
れ

て

い

た
も
の

の
、

時
代
が
下
る

に

つ

れ、

海
上

安
全
の

性
格
を

保
持
し
つ

つ

も、

妖
怪
を

屈
服
さ
せ

る

神、

賊
を
防
御

す
る

神、

子
を
授

け
、

庇
護

す
る
神
な
ど

、

民
間
に

お
い

て

は

様
々

な

利
益
を
も
た
ら

す
神
と
し

て
、

あ
る

い

は

国
家
に

お
い

て

は

後
述
の

よ

う
に

こ

れ

を

守
護
す
る

神
と

し
て

祀
ら
れ

て

行
っ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

　

東
南
ア

ジ
ア

在
住
の

華
人
に

お
い

て

も
、

媽
祖
は

基

本
的
に

は

海
上

安

全
の

守
り
神
と

し
て

祀
ら
れ
て

い

る

が
、

一

部
で

は・
冢
族
の

守
り
神、

商

売
繁
盛
の

神
、

大
漁
の

神
と
し

て

も

祀
ら
れ

て

お
り、

あ
る

い

は

イ

ポ
ー

な
ど
で

は

海
の

平
安
の

神
と
さ

れ
て

い

る
。

フ

ィ

リ

ピ
ン

の

華
人
会
館
に

も
蛎
祖
神
廟、

あ
る

い

は

神
堂
に

媽
祖
が
祀
ら
れ
て

お

り、

あ
る
天
主
教

の

教
堂
に

は
、

洋
服
を

着
た

媽
祖
が

祀
ら
れ
て

い

る

そ

う
で

あ
る

。

一

九

五

四
年
に

は
、

全
世
界
の

天
主
教
の

信
徒
が
フ

ィ

リ

ピ
ン

に

集
ま
っ

て

祈

疇
会
を
催
し
た

際、

ロ

ー

マ

法
王
が

媽
祖
を
天
主
教
の

七
大
聖
母
の
一

に

封
じ

、

戴
冠
式
を
行
な
っ

た
と．
言

う
話
ま
で

あ
る

。

　

東
シ

ナ

海
周
辺
各
地
域
の

媽
祖
廟
は
、

華

僑
・

華
人
の

海
外
進
出
に

伴

っ

て

建
立
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た

と

考
え
ら
れ

、

そ

れ

は

我
が

国
に

お
い

て

も
例

外
で

は
な
い

。

琉
球
に

は

十
五

世

紀
に

東
シ

ナ

海
を
通
っ

て
、

那

覇
に

華
人
居

留
地
が

出

来
た

の

に

伴
い
、

上
・

下
の

天
妃

宮
が

建
立

さ

れ
、

こ

れ

が
明
と
の

朝
貢
船
団
あ
る

い

は

東
南
ア

ジ

ア

各
地
と
の

貿
易
の

守
護
神
と
な
っ

て

い

た
。

　

媽
祖
に

は

「

天

妃
」

「

天

后
」

あ
る

い

は
「

霊
惠

夫
人
」

「

霊

惠
妃
」

な

ど

様
々

な

呼
び

名
が
あ
る

が
、

と

り
わ

け
台

湾
で

は

「

天
上

聖
母
」

「

聖

464（1298）
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